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成果概要 

（１）平成 25年 12 月 16日，富山大学にて開催された「第２回日本バイマテリアル学
会北陸若手研究発表会」に併催して「北陸地区再生医療研究推進グループ講演会」を
開催した。基調講演として，東京大学・石原一彦教授に、組織工学・組織再生医療を
担うポリマーバイオマテリアルの創出に関して、ご講演いただいた。また、若手研究
者特別講演として，東京大学・寺村裕治特任准教授と富山大学・伊野部智由特命助教
に最新の再生医療に関する研究トピックに関してご講演いただいた。 
（２）参画する研究者間での共同研究を開始し，それぞれの大学で研究会を開催した。 
富山大・福井大：ナノファイバーを用いた幹細胞培養に関する研究，および生体吸収
性材料に関する研究（化学メーカーとの共同研究） 
JAIST・福井大：凍結保存用基材の共同研究 
JAIST・金沢大：組織幹細胞の凍結保存に関する共同研究 
JAIST・富山大：新規生分解性高分子探索に関する共同研究 
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【採択課題】 
(1) 科研費若手 B, 分子配向を利用したバイオミメティック・ファイバーの創製と組織

構築への応用, 藤田 聡(代表), 平成 25～26 年度 
(2) 高橋産業経済研究財団研究助成, ナノファイバーを用いたペプチドの分子配向と

再生医療材料への応用, 藤田 聡(代表), 平成 25 年度 
(3) JST A-STEP, ナノファイバー材料による幹細胞の３次元高密度培養基材の合理

的設計, 藤田 聡(代表), 平成 25 年度 
(4) 科研費基盤(C), 遺伝子導入による間葉系幹細胞の肝修復再生能プログラミングと

肝再生療法への応用, 酒井 佳夫(代表), 平成 24〜25 年度 
(5) 厚生科研費（再生医療実用化研究事業）, 肝硬変に対する脂肪組織由来間質細胞を

用いた肝再生療法実用化研究, 酒井 佳夫(分担), 平成 25 年度 
(6) 科研費若手 B, 両性電解質高分子による凍結ダメージ回避機構の解明, 松村和明

(代表), 平成 25～26 年度 
(7) JST A-STEP, 高齢者医療で強力なツールとなるタンパク質運搬微粒子の実用化，

中路 正(代表)，平成 25 年度 
 

 


